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砥部町の偉人　井上正夫
　井上正夫（本名小坂勇一、1881-1950）は砥部町出身
の俳優です。
　砥部尋常小学校（現砥部小学校）を卒業後、奉公や放
浪の末、18歳の時に松山で興行中の劇団に入団し、芝
居の世界に入りました。その後、舞台劇だけでなく連
鎖劇（映画と舞台を組み合わせた演劇）や映画にも出演
し、全国的に有名となります。56歳の時、演劇の質を
高めながらも大衆向けの演劇である「中間演劇」を提
唱。また井上正夫演劇道場を開設し、後進の育成にも
あたりました。昭和25年、70歳で死去しました。
　死後、松山市駅前、砥部町中央公民館（現在は文化
会館入口横）に胸像が建てられました。砥部町文化会
館にある井上正夫資料室では、出演した舞台写真等を
展示しています。
　命日の₂月₇日には、名優の事績を偲ぶ如月忌が現
在も営まれています。
� ※年齢はすべて数え年
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如月忌（墓参り）
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四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
を
開
催

四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会
　

10
月
2
日
　
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋

　

大
会
は
、
河
野
香
川
県
町
村
議
会
議
長
会
長

の
開
会
の
こ
と
ば
の
の
ち
、
谷
川
香
川
県
町
村

会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
高
知
県

池
田
町
村
会
長
が
、
別
掲
の
「
宣
言
」
を
朗
読

し
、
決
定
し
た
。

　

次
い
で
来
賓
の
浜
田
香
川
県
知
事
、
大
山
香

川
県
議
会
議
長
、
荒
木
全
国
町
村
会
長
及
び
南

雲
全
国
町
村
議
会
議
長
会
副
会
長
の
各
来
賓
か

ら
懇
篤
な
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

次
に
協
議
に
入
り
、
は
じ
め
に
、
議
長
に
加

藤
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
長
を
選
出
。
次
い

で
提
出
議
題
の
審
議
に
入
り
、
赤
松
本
県
松
野

町
議
会
議
長
が
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力

創
造
に
つ
い
て
」
を
説
明
。
稲
本
本
県
町
村
会

長
が
決
議
案
を
朗
読
し
、
5
議
案
を
決
議
。
更

に
特
別
決
議
と
し
て
「
参
議
院
選
挙
に
お
け
る

合
区
の
解
消
に
関
す
る
特
別
決
議
」
を
採
択
。

　

ま
た
、「
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
遍
路
道
」

に
関
す
る
共
同
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
も
採
択
さ

れ
、い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
決
定
し
、国
の
関
係

省
庁
や
国
会
議
員
へ
提
出
す
る
こ
と
と
し
、
大

会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

引
き
続
き
記
念
講
演
に
移
り
、
長
野
県
立
大

学
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教
授
の
田

村
秀
氏
か
ら
「
地
域
再
生
の
鍵
―
地
域
の
宝
に

磨
き
を
か
け
て
―
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、

こ
れ
を
聴
講
し
た
。

　

な
お
、
大
会
終
了
後
に
出
席
者
全
員
に
よ
る

意
見
交
換
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
出
席
者
の

交
流
が
図
ら
れ
た
。

　四国四県町村会と同町村議会議長会は、10月₂日（水）午後₂時から香川県宇多津町
のホテルアネシス瀬戸大橋で「四国四県町村長・議長大会」を香川県当番により開催
した。
　これは四県の連携をより強化するための大会で、四国四県57町村から町村長及び議
長ら約180人が出席し、盛大に開催された。

四県町村会長・議長会長
来賓　左から　南雲全国町村議会議長会副会長、荒木全国町村会長

　　　大山香川県議会議長、浜田香川県知事　　
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宣　　　言

　四国には、四国八十八箇所霊場をはじめ世界に誇れる独自の歴史・文化が根づいている。
　また、多島美の瀬戸内海、黒潮躍る太平洋、美しい山々、素晴らしい田園風景など美しく豊かな自然があり、日本のふるさ
との原風景が脈々と受け継がれている。
　我々町村は、それぞれの地域が持つ豊かな自然、そこに暮らす人々の営み、そこから生まれた風習や伝統文化を大切にしな
がら、新たな価値を付加し、魅力ある地方を創生していかなければならない。
　しかしながら、急速な少子・高齢化の進展、大都市圏への人口流出などにより、農林水産業をはじめとする地域経済のみなら
ず、集落活動や地域文化の担い手不足などで、地域活力は低下の一途を辿っており、特に、中山間地域や離島においては、買
い物や移動手段といった生活面での不安も抱え、近い将来、集落の消滅さえ危惧されている。
　この非常に困難な状況を打開すべく、国と地方は「地方の再生なくして日本の再生なし」という強い信念を持ち、地方独自
の創意工夫や国・地方の緊密な連携のもとに、人口減少の克服と地方創生の充実・強化に総力を挙げて取り組んでいかなけれ
ばならない。
　我々、四国57町村長と議長は、新しい令和の時代にふさわしい、希望と活力に満ち溢れた地域社会を実現するため、持てる
限りの英知と努力を傾注することをここに誓うものである。
　以上、宣言する。
　　令和元年10月₂日
	 　　　　　四国四県町村長・議長大会　

意 見 交 換 会記　念　講　演

決議案を朗読する稲本町村会長提案説明をする赤松松野町議会議長

提　　出　　議　　題 説　　明　　者

地方財政の充実・強化及び地方創生の推進について
医療・福祉施策の充実・強化について
南海トラフ地震対策及び防災・減災対策の充実・強化について
四国地方の交通基盤等の整備促進について
農林水産業・地域の活力創造について

香川県宇多津町議会議長　　村井　　勉
　　　　　〃　　　　　　　　　〃
高知県日高村長　　　　　　戸梶　眞幸
徳島県上勝町長　　　　　　花本　　靖
愛媛県松野町議会議長　　　赤松　紀幸
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参議院選挙における合区の解消に関する
特別決議

　日本国憲法が昭和22年に施行されて以来、二院制を
採る我が国において、参議院は一貫して都道府県単位
で代表を選出し、地方の声を国政に届ける役割を果た
してきたが、平成28年₇月に憲政史上初めて合区によ
る選挙が実施され、本年₇月には₂度目の合区による
選挙が実施されたところである。
　その結果、合区の対象となった₄県のうち、₃県で
投票率は過去最低となった。本年実施の参院選から比
例代表に新たに「特定枠」が導入されたが、投票率の
低下や直接候補者と接する機会の減少など、合区を起
因とした弊害は残ったままである。
　このことは、我が国が直面する急激な人口減少問題
をはじめ、この国のあり方を考えていく上でも、多様
な地方の意見が都道府県ごとに集約された意思として
参議院を通じて国政に届けられなくなるばかりか、地
方創生にも逆行するものである。
　合区に対しては、地方₆団体の全団体において合区
の早期解消を決議しており、合区問題の抜本的な解決
は「地方の総意」でもある。
　ついては、早急に、憲法改正等により「合区の解消」
を行い、都道府県単位による代表が国政に参加できる
選挙制度とすることを強く求める。

　以上、決議する。

　　令和元年10月₂日

	 　　　　　四国四県町村長・議長大会　

「四国八十八箇所霊場と遍路道」に関する
共同アピール

　「四国遍路」は、徳島・高知・愛媛・香川の₄県をつ

なぐ空海ゆかりの八十八箇所霊場をループ状に巡る全

長1,400㎞の壮大な寺院巡礼である。

　この巡礼は、古くから一般庶民に定着し、それを地域

社会が「お接待」と呼ばれるおもてなしの心で支えてい

る。

　遍路の基となる「思想・信仰」、実践する「場」、さら

にそれを支える地域の「お接待」の₃者が一体となった

「遍路文化」は、空海が四国霊場を開創したとされる西

暦815年から、1200年余の長きにわたり脈々と受け継が

れてきた。

　こうした「遍路文化」に象徴される「四国八十八箇所

霊場と遍路道」は、平成27年に文化庁により日本遺産と

して認定されているが、日本国内のみならず世界的に見

ても、普遍的価値のあるもので、人類全体の遺産として

次代に引き継いでいくべきものであり、まさに、世界文

化遺産にふさわしいものと言える。

　四国の産官学民の関係団体は、平成22年₃月に「四国

八十八箇所霊場と遍路道」世界遺産登録推進協議会を設

立し、国から示された課題の解決に向けた取組みを進め

てきており、平成28年₈月には、文化庁に対して構成資

産の保護措置や普遍的価値の証明などを盛り込んだ提

案書を再提出しているところである。

　我々としても、引き続き国に対して、「四国八十八箇

所霊場と遍路道」を長大なエリアに及ぶ生きた文化遺産

として、この文化遺産が効果的に保存・承継できるよう、

世界遺産候補暫定一覧表へ早期に追加記載することを

強く求めるものである。

　今後、我々は、関係者との連携を強化し、一層の機運

の醸成に積極的に取り組むとともに、すべての人を温か

く受け入れてきた「四国遍路」の素晴らしさを幅広く周

知するなど、世界遺産登録に向け、四国が一体となって

取り組むことを強くアピールする。

　　令和元年10月₂日

	 　　　　四国四県町村長 ･議長大会　

決　　　議

₁　地方財政の充実 ･強化を図り、地方創生を推進する

こと

₁　医療 ･福祉施策を充実 ･強化すること

₁　南海トラフ地震対策等、防災 ･減災対策の充実 ･強

化を図ること

₁　四国地方の交通基盤等を整備促進すること

₁　農林水産業の振興対策及び地域の活力創造を積極

的に推進すること

　　以上、決議する。

　　　令和元年10月₂日

	 　　　　四国四県町村長 ･議長大会　
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本県受賞者代表　伊方町山本吉昭議員

講演　田﨑史郎 氏

　

全
国
町
村
会
は
、
10
月
18
日
全
国
町
村

会
館
で「
町
村
行
政
未
来
戦
略
会
議（
第
1

回
）」
を
開
催
し
た
。
本
会
議
は
、
町
村

に
お
け
る
今
後
の
行
政
運
営
上
の
課
題
を

検
証
す
る
と
と
も
に
、
町
村
行
政
の
実
態

に
即
し
た
行
政
体
制
を
は
じ
め
と
す
る
制

度
・
政
策
の
あ
り
方
等
を
検
討
し
、
広
く

意
見
・
提
言
等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
置
さ
れ
た
も
の
。
委
員
は
議
長
で
あ

る
荒
木
泰
臣
全
国
町
村
会
長
（
熊
本
県
嘉

島
町
長
）
ほ
か
、
全
国
町
村
会
副
会
長
・

顧
問
が
務
め
た
。
本
県
か
ら
は
、
委
員
と

し
て
稲
本
会
長（
内
子
町
長
）が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
、は
じ
め
に
荒
木
会
長
が
、先

般
の
台
風
15
号
・
19
号
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
地
域
・
住
民
へ
の
お
見
舞
い
と
お
悔

や
み
を
述
べ
た
後
、「
国
で
は
、
昨
年
『
第

32
次
地
方
制
度
調
査
会
』
が
発
足
し
、
人

口
減
少
が
深
刻
化
し
、
高
齢
化
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
2
0
4
0
年
に
向
け
て
、
必
要

な
地
方
行
政
体
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
調

査
・
審
議
を
開

始
し
た
。
そ
の

後
、
中
間
報
告

が
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
本
格
的

な
議
論
が
展
開

さ
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
私

ど
も
、
全
国
町

村
会
と
し
て
は
、

『
人
口
減
少
社

会
に
お
け
る
町

村
行
政
に
関
す

第
60
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
を
開
催

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
　

町
村
行
政
未
来
戦
略
会
議（
第
1
回
）を
開
催

全
国
町
村
会
　

　

研
修
会
は
、
定
刻
午
後
1
時
に
開
会
。

は
じ
め
に
四
国
地
区
会
長
で
あ
る
加
藤
徳

島
県
会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
に
、

自
治
功
労
者
の
表
彰
に
入
り
、
町
村
議
会

議
員
と
し
て
19
年
以
上
在
職
し
、
地
方
自

治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
本
県
山
本
吉
昭

伊
方
町
議
員
を
は
じ
め
14
名
の
方
々
に
対

す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
が

行
わ
れ
た
。

　

次
に
講
演
に
入
り
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
／
駿
河
台
大
学
客
員
教
授
の
田
﨑
史

郎
先
生
か
ら
「
政
権
の
課
題
と
「
ポ
ス
ト

安
倍
」
の
行
方
」、
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド

p
l
u
s
理
事
長
の
坂
口
裕
昭
先
生
か

　

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
が
、
今
年
は
徳
島
県
当
番
に
よ
り
、
10
月
16

日
徳
島
市
の
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、四
国
各
地
か
ら
町
村
議

会
議
員
ら
約
5
9
1
名
（
本
県
関
係
は
1
4
0
名
）
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

ら
「
地
方
創
生
の
リ
ア
ル
～
覚
悟
は
あ
る

の
か
～
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、
こ
れ

を
聴
講
。

　

最
後
に
次
期
当
番
県
の
河
野
香
川
県
会

長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
午
後
4
時

35
分
に
閉
会
し
た
。

　

な
お
、
本
県
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　　

伊　

方　

町　

議　

員　

山
本　

吉
昭

　
　
　

同　
　
　
　

同　
　

福
島　

大
朝

る
委
員
会
』を
立
ち
上
げ
、7
回
に
わ
た
り

会
議
を
開
催
し
、
実
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
を
重
ね
、
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
。

本
会
議
で
は
、こ
の
委
員
会
を
引
き
継
ぐ

形
で
、
我
々
町
村
行
政
の
明
る
い
未
来
に

向
け
て
、希
望
を
見
出
せ
る
よ
う
な
、前
向

き
な
検
討
を
行
い
、提
言
を
取
り
ま
と
め

て
い
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
」と
挨
拶
し
た
。

　

次
い
で
、
有
識
者
と
し
て
出
席
し
た
小

田
切
徳
美
明
治
大
学
農
学
部
教
授
よ
り
、

「
地
方
自
治
制
度
を
め
ぐ
る
議
論
と
町
村
」

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
議
事
に

入
り
、「
町
村
行
政
未
来
戦
略
会
議
に
お
け

る
検
討
事
項
・
課
題
の
整
理
等
」
に
つ
い

て
審
議
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
本
会
議
で
は
、
各
都
道
府
県
町

村
会
と
の
情
報
共
有
並
び
に
町
村
長
、
有

識
者
等
と
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
検

討
を
進
め
、
来
年
5
月
を
目
途
に
提
言
を

取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◦「
町
村
行
政
未
来
戦
略
会
議
」
委
員

議　

長　

荒
木　

泰
臣
（
熊
本
県
嘉
島
町
長
）

委　

員　

棚
野　

孝
夫
（
北
海
道
白
糠
町
長
）

委　

員　

原
田　

眞
樹
（
山
形
県
庄
内
町
長
）

委　

員　

小
椋　

敏
一
（
福
島
県
北
塩
原
村
長
）

委　

員　

古
口　

達
也
（
栃
木
県
茂
木
町
長
）

委　

員　

岩
田　

利
雄
（
千
葉
県
東
庄
町
長
）

委　

員　

杉
本　

博
文
（
福
井
県
池
田
町
長
）

委　

員　

太
田　

長
八
（
静
岡
県
東
伊
豆
町
長
）

委　

員　

庵
逧　

典
章
（
兵
庫
県
佐
用
町
長
）

委　

員　

椎
木　
　

巧
（
山
口
県
周
防
大
島
町
長
）

委　

員　

稲
本　

隆
壽
（
愛
媛
県
内
子
町
長
）

委　

員　

永
原　

譲
二
（
福
岡
県
大
任
町
長
）

委　

員　

藤
原　

忠
彦
（
長
野
県
川
上
村
長
）
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
わ
ら
マ
ン
モ
ス

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

◉
令
和
最
初
の

　
日
食
を
ね
ら
え
！

　

12
月
上
旬
か
ら
１
か
月
程
度
、
宇

和
町
岩
木
の
J
R
伊
予
石
城
駅
近
く

で
、毎
年
４
月
に
開
催
し
て
い
る
「
宇

和
れ
ん
げ
ま
つ
り
」の
シ
ン
ボ
ル「
わ

ら
マ
ン
モ
ス
」
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

　

日
食
と
は
太
陽

－

月

－

地
球
が
一
直
線

に
並
び
、
太
陽
が
欠
け
て
見
え
る
現
象
の

こ
と
で
す
。
太
陽
が
完
全
に
月
に
隠
さ
れ

て
し
ま
う
「
皆
既
日
食
」
は
め
っ
た
に
見

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
太
陽
の
一
部
が
欠
け
る

「
部
分
日
食
」は
２
～
３
年
に
一
度
の
頻
度

で
観
察
で
き
ま
す
。
久
万
高
原
天
体
観
測

館
で
は
、
12
月
26
日
に
起
こ
る
令
和
最
初

の
日
食
（
部
分
日
食
）
を
迎
え
撃
つ
２
つ

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

～
望
遠
鏡
で

　

じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
た
い
方
に
～

Ⅰ
．
日
食
を
見
よ
う

　

減
光
し
た
望
遠
鏡
や
専
用
メ
ガ
ネ
を

西 
予 
市

久
万
高
原
町

使
っ
て
、
安
全
に
日
食
を
観
察
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
職
員
に
よ
る
解
説
も
あ
り
ま

す
。

〇
日　

時
：
12
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
　

14
：
00
～
16
：
00

〇
場　

所
：
久
万
高
原
天
体
観
測
館

〇
参
加
費
：
大
人　

2
0
0
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下　

1
0
0
円

〇
予　

約
：
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
そ
の
他
：
雨
天
・
曇
天
時
は
中
止
と
な

り
ま
す
。

～
自
宅
や
職
場
で

　

ち
ょ
っ
と
な
が
め
て
み
た
い
方
に
～

Ⅱ
．
日
食
メ
ガ
ネ
を
作
ろ
う

　

太
陽
の
光
を
10
万
分
の
１
に
減
光
す
る

特
殊
な
フ
ィ
ル
ム

を
使
っ
て
、
日
食

を
安
全
に
観
察
で

き
る
専
用
メ
ガ
ネ

を
作
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
日
食
の

見
ど
こ
ろ
に
つ
い

て
の
レ
ク
チ
ャ
ー

あ
り
。
２
回
開
催

し
ま
す
。

〇
日　

時
：
①
12
月
７
日（
土
）

　
　
　
　
　

②
12
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
13
：
30
～
14
：
30

〇
場　

所
：
久
万
高
原
天
体
観
測
館

〇
参
加
費
：
メ
ガ
ネ
一
つ
に
つ
き
2
0
0
円

〇
定　

員
：
い
ず
れ
も
15
名

〇
予　

約
：
事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
先

　

久
万
高
原
天
体
観
測
館

　

☎
0
8
9
2
-4
1
-0
1
1
0

日
食
の
開
始

14
：
18

食
の
最
大　

15
：
29

日
食
の
終
了

16
：
31

　

久
万
高
原
町
で
日
食
が
見
ら
れ
る
時
刻

　
　
（
他
の
市
町
で
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
）

こんなメガネを作ります。

久万高原町における欠け方の変化

　

ま
た
、
地
元
団
体
が
設
置
す
る
わ
ら
ぐ

ろ
も
同
時
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
ま

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

西
予
市　

経
済
振
興
課

　

☎
0
8
9
4
-6
2
-6
4
0
8
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◉﹁
愛
南
か
き
﹂食
べ
放
題
!

　
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
愛
南
!

　
冬
の
陣

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と

愛
南
！
冬
の
陣
（
主
催
：
愛
南
食
の
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
会
）」が
令
和
２
年
２
月
23

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
愛
南
を
代
表
す
る

冬
の
味
覚
で
あ
る
「
カ
キ
」
や
「
ブ
リ
」

な
ど
を
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
町
内
外
の
事
業
者
に
出
店
を
募
り
盛

大
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
特
産
品
等
の
販
売
だ
け
で
な

く
、「
愛
南
か
き
」
を
使
っ
た
「
か
き
汁

（
無
料
）」や
、
安
く
て
・
お
い
し
く
て
・
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
の
「
カ
キ
フ
ラ
イ
」
の
ほ

か
、「
久
良
の
ぶ
り
」を
使
っ
た
お
母
ち
ゃ

ん
の
味
「
ブ
リ
大
根
」
な
ど
、愛
南
自
慢
の

食
で
も
皆
さ
ま
を
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
イ
ベ
ン
ト
を
1
日
中
堪
能
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を

用
意
し
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、積
み
上
げ
た

分
の
カ
キ
を
持
ち
帰
れ
る
だ
け
で
な
く
、

積
上
げ
た
個
数
の
上
位
者
に
豪
華
景
品
を

贈
呈
す
る
「
カ
キ
の
積
上
げ
競
争
」
や
、

根
強
い
フ
ァ
ン
も
多
い
「
愛
南
か
き
」
の

す
く
い
取
り
企
画
、「
愛
南
町
ご
当
地
キ
ャ

ラ
な
ー
し
く
ん
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

バ
ル
ー
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
風
船
王
子
」

も
皆
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
最
大

の
目
玉
企
画
で
あ
る
「
愛
南
か
き
」
の
食

べ
放
題
！
昨
年
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
か

ら
、「
こ
れ
だ
け
大
ぶ
り
で
、
濃
厚
な
カ

キ
を
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
で
は

あ
ま
り
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
値
段

で
、
最
高
の
「
愛
南
か
き
」
を
お
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
な
く
、「
か
き
飯
」、「
か
き
汁
」
も
食

べ
放
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
愛
南
！

◦日　時：令和２年２月23日（日）
　　　　　午前９時30分から午後３時まで
◦場　所：愛媛県南宇和郡愛南町御荘平城
　　　　　689番地
　　　　　南レクロッジ前駐車場
　　　　　　　（ホテルサンパール横）
◦問合せ：愛南食のイベント実行委員会
　　　　　（愛南町商工観光課内）
　　　　　TEL 0895-72-7315

愛 

南 

町

冬
の
陣
で
は
、
1

日
中
イ
ベ
ン
ト
を

ご
堪
能
い
た
だ
け

る
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
を
ご
用

意
し
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
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10
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
令
和
元
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
運
営
協
議
会
、
令
和
元

年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
お

よ
び
記
念
講
演
、
令
和
元
年
度
地
方
自

治
制
度
講
習
会
（
3
日
ま
で
）

▽
3
日
＝
令
和
元
年
度
「
小
・
中
学
生
の

ふ
る
さ
と
学
習
作
品
展
」
事
業
の
特
別

賞
等
作
品
審
査
会
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
連
絡
調
整
会
議
、
全
国
町
村
監
査

委
員
協
議
会
幹
事
会

▽
8
日
＝
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
農
業
保

険
普
及
対
策
会
議
、
愛
媛
県
医
療
審
議

会
▽
10
日
＝
愛
媛
県
信
用
保
証
協
会
本
所
新

築
落
成
記
念
式
典
、
祝
賀
会

▽
15
日
＝
令
和
元
年
度
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
過
疎
対
策
担
当
課
長
等
会
議

▽
16
日
＝
第
60
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
研
修
会
並
び
に
令
和
元
年
度
第
2

回
町
議
会
議
員
研
修
会

▽
18
日
＝
令
和
元
年
度
愛
媛
地
方
税
務
協

議
会
、
町
村
行
政
未
来
戦
略
会
議
、
全

国
町
村
会
正
副
会
長
会
、
全
国
町
村
会

理
事
会
・
都
道
府
県
会
長
会
、
全
国
町

村
会
政
務
調
査
会
経
済
農
林
委
員
会

▽
19
日
＝
令
和
元
年
度
愛
媛
県
総
合
防
災

訓
練

▽
21
日
＝
令
和
元
年
度
愛
媛
県
障
が
い
者

施
策
推
進
協
議
会

▽
24
日
＝
第
67
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府
県
会
長

会
、（
一
財
）全
国
町
村
議
員
会
館
臨
時

評
議
員
会
、
令
和
元
年
度
消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
等
全
国
研
修
会

▽
25
日
＝
自
治
労
連
か
ら
の
会
長
要
望
、

Ｇ
20
愛
媛
・
松
山
労
働
雇
用
大
臣
会
合

推
進
協
議
会
第
4
回
総
会
、
自
治
労
か

ら
の
会
長
要
望

▽
26
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
新

規
採
用
職
員
第
1
次
選
考
試
験
、
令
和

元
年
度
「
小
・
中
学
生
の
ふ
る
さ
と
学

習
作
品
展
」
表
彰
式

▽
29
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
10
月
定
例
常

設
審
議
委
員
会

▽
30
日
＝
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
役

員
会

▽
31
日
＝
令
和
元
年
度
町
村
監
査
功
労
者

表
彰
式
・
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会
、

愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
令
和
元

年
度
第
1
回
臨
時
総
会
、
令
和
元
年
暴

力
追
放
県
民
大
会

　　
　

子
供
達
の
殿
堂

　

10
月
と
云
え
ば
、
祝
日
「
体
育
の
日
」

が
あ
り
、
昔
的
に
は
運
動
会
の
月
で
あ
る
。

こ
の
時
季
に
な
る
と
小
・
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
、
赤
組
と
白
組
に
分
か
れ
、
大

小
の
声
援
が
飛
び
交
い
、
学
校
全
体
が
熱

気
に
つ
つ
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
運
動
会
の
種
目
も
時
代
の
推
移
に

よ
り
変
化
し
て
き
た
。ア
ニ
メ
音
楽
の
多
用

と
踊
り
、
応
援
合
戦
、
か
つ
て
の
騎
馬
戦
、

棒
倒
し
の
廃
止
、組
体
操
へ
の
異
論
な
ど
時

代
の
流
れ
に
呼
応
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

　

義
務
教
育
の
場
は
、
運
動
に
か
か
わ
ら

ず
古
今
東
西
、
新
旧
関
係
な
く
純
粋
な
子

供
達
の
神
聖
な
教
育
の
場
所
で
あ
り
、
無

垢
な
子
供
達
の
殿
堂
で
あ
る
。し
か
し
、こ

の
場
で
考
え
及
ば
な
い
事
件
が
国
内
で
起

こ
っ
た
。

　

今
日
、
職
務
の
資
質
に
そ
ぐ
わ
な
い
大

人
の
実
例
は
多
々
あ
る
。
だ
が
「
遂
に
教
育

の
場
に
！
、
世
の
乱
れ
が
こ
こ
ま
で
来
た

か
！
」。
世
間
の
不
条
理
、
つ
じ
つ
ま
が
合

わ
な
い
、
常
識
外
、
倫
理
に
反
す
る
な
ど
あ

ら
ゆ
る
雑
草
の
繁
茂
し
た
社
会
と
は
異
次

元
の
義
務
教
育
の
現
場
で
、
し
か
も
指
導

者
側
で
起
っ
た
今
回
の
事
件
。驚
き
で
は
す

ま
さ
れ
な
い
お
ぞ
ま
し
い
事
件
で
あ
る
。事

象
自
体
は
、お
粗
末
で
幼
稚
過
ぎ
る
が
、こ

の
よ
う
な
事
で
学
校
は
大
丈
夫
？
。
し
か

も
そ
の
対
応
の
仕
方
は
、ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能

ゼ
ロ
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。大
人
と
し

て
人
間
と
し
て
も
、
特
に
教
育
指
導
者
と

し
て
は
失
格
で
あ
ろ
う
。

　

教
育
の
場
に
接
す
る
大
人
は
、
聖
職
で

な
く
て
も
、
せ
め
て
そ
れ
に
近
い
者
で
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。
大
部
分
の
教
育
に
関

わ
る
者
は
「
聖
職
」
と
し
て
、
日
夜
、
自

分
の
時
間
を
割
い
て
教
職
務
に
邁
進
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
凛
と
す
べ
き
が
、

一
部
に
幼
稚
性
が
あ
っ
た
り
、
忖
度
過
剰

な
行
動
者
、
我
欲
的
志
向
な
関
係
者
が
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
即
刻
転
職
を
願
い
た
い
。

し
か
も
当
該
の
管
理
職
か
ら
は
、
職
務
の

怠
慢
で
あ
ろ
う
そ
の
責
務
も
意
思
も
伝

わ
っ
て
こ
な
い
社
会
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
…
。

　

今
回
の
事
件
、
教
育
は
国
づ
く
り
の
根

幹
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
将
来
に
も
関
わ

る
極
め
て
重
大
事
で
あ
る
。
徹
底
し
た
検

証
と
温
床
の
完
全
撤
廃
、
再
発
は
皆
無
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
の
宝
と
称
し

て
将
来
を
担
う
子
供
達
を
善
教
職
す
る
第

一
線
の
教
師
な
り
、
バ
ッ
ク
を
支
え
す
る

関
係
者
は
深
く
猛
省
を
。

　

兎
に
角
、
師
を
選
べ
な
い
純
粋
な
子
供

達
が
、
一
番
の
被
害
者
で
あ
る
。

　

さ
て
、
異
常
気
象
の
続
編
で
あ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
百
年
に
一
度
の
10
月
大
雨
、
台

風
襲
来
と
と
も
に
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
災
害

の
列
島
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
自
然
の

猛
威
に
為
す
す
べ
は
な
い
の
か
…
。
被
災

者
の
心
の
立
ち
直
り
を
衷
心
か
ら
願
う
。

　

22
日
に
は
、「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
が
執

り
行
わ
れ
、
天
皇
陛
下
が
内
外
に
即
位
を

宣
言
し
た
、
陛
下
か
ら
『
―
国
民
の
幸
せ

と
世
界
平
和
を
常
に
願
う
―
』
お
言
葉
が

あ
っ
た
。

　

新
元
号「
令
和
」は
、
万
葉
集
に
由
来
し

た
も
の
で
あ
る
。大
伴
家
持（
万
葉
集
の
編

纂
者
・
歌
人
）は
、
こ
の
現
代
社
会
に
そ
の

心
境
を
ど
の
よ
う
に
詠
む
の
で
あ
ろ
う
…
。

�
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Ｔ
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一

筆

編
集
後
記

　

自
治
会
館
が
12
月
初
旬
か
ら
取
り
壊
し

に
な
り
ま
す
。
何
と
な
く
寂
し
い
気
持
ち

で
す
。


